Oral Diadochokinesis の構音速度による構音運動の変化 : エレクトロパラトグラフィ（EPG）を用いて by 中村 哲也
Oral Diadochokinesis の構音速度による構音運動の変化  
―エレクトロパラトグラフィ（EPG）を用いて―  
 
中村哲也* .1 ) 藤原百合 ２） 
1)聖隷クリストファー大学、 ２）大阪保健医療大学  
 
【目的】  








器質的に問題のない健常成人 3 名（男性 2 名、女性 1 名）を対象とした。  
【方法】  
対象は口腔器官の形態や構音に異常のない成人 2 名とした。測定は EPG 人工口蓋床を
装着した状態で、[ta][ka][pataka]を通常のスピード、出来るだけ速くの 2 つの速度で構音





/t/では、通常速度では [ta][pataka]ともに硬口蓋両側と歯茎部の前列 3 列にかけて馬蹄
形に閉鎖がみられたが、速い速度では歯茎部において前列 2 列までに閉鎖範囲が減少した。
また、速い速度の [pataka]では 1 例で硬口蓋の右側縁部の接触がみられなかった。/k/では、
通常速度の [ka]において硬口蓋と軟口蓋の境界で閉鎖がみられたが、速い速度の [ka]と通
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